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衆
議
院
議
員
浅
野
貴
博
君
提
出
環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
に
係
る
政
府
に
よ
る
国
民
へ
の
説
明

等
に
関
す
る
再
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
（
以
下
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
」
と
い
う
。
）
協
定
に
つ
い
て
は
、
我
が
国
は
、
随
時
、
関
係
国
と
の

間
で
情
報
収
集
や
協
議
を
行
っ
て
き
て
お
り
、
昨
年
十
二
月
に
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
と
の
間
で
、
ま
た
、
本
年
一
月
に
は
、
米
国
、
チ
リ
、
ペ
ル
ー
と
の
間
で
、
さ
ら
に
、
本
年
二
月
に
は
、
ブ
ル
ネ
イ
、
マ

レ
ー
シ
ア
と
の
間
で
、
そ
れ
ぞ
れ
協
議
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

二
に
つ
い
て

Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
交
渉
の
参
加
国
と
の
協
議
を
通
じ
て
得
ら
れ
た
主
な
情
報
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

物
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
市
場
ア
ク
セ
ス
だ
け
で
な
く
、
投
資
、
競
争
、
知
的
財
産
、
政
府
調
達
等
の
非
関
税
分
野
の
ル
ー
ル

作
り
の
ほ
か
、
環
境
、
労
働
等
の
新
し
い
分
野
を
含
む
包
括
的
協
定
を
目
指
し
て
交
渉
が
行
わ
れ
て
い
る
。

本
年
一
月
、
物
品
貿
易
の
自
由
化
に
関
す
る
オ
フ
ァ
ー
の
交
換
が
行
わ
れ
、
今
後
は
大
半
の
作
業
部
会
で
条
文
ベ
ー
ス
の

交
渉
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。

一



Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
の
条
文
案
の
基
礎
は
、
平
成
十
八
年
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
チ
リ
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
及
び
ブ
ル
ネ
イ
の
間

で
締
結
さ
れ
た
環
太
平
洋
戦
略
的
経
済
連
携
（
Ｐ
�
）
協
定
及
び
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
交
渉
参
加
国
間
の
既
存
の
二
国
間
の
自
由
貿

易
協
定
（
以
下
「
Ｆ
Ｔ
Ａ
」
と
い
う
。
）
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
に
お
け
る
高
い
水
準
の
自
由
化

が
目
標
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
可
能
な
限
り
、
こ
れ
ら
既
存
の
二
国
間
Ｆ
Ｔ
Ａ
よ
り
高
い
水
準
の
自
由
化
が
目
指
さ
れ

て
い
る
。

物
品
の
市
場
ア
ク
セ
ス
に
お
け
る
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
品
目
の
扱
い
に
つ
い
て
は
、
各
国
の
状
況
に
よ
っ
て
個
別
の
対
応
を
検

討
す
る
必
要
性
は
認
め
る
と
の
考
え
方
を
示
す
国
も
あ
る
が
、
原
則
と
し
て
除
外
や
再
協
議
は
認
め
ず
、
長
期
の
段
階
的
関

税
撤
廃
と
い
っ
た
方
法
に
よ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
が
基
本
と
さ
れ
て
い
る
。

三
及
び
四
に
つ
い
て

政
府
と
し
て
は
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
自
由
貿
易
圏
（
Ｆ
Ｔ
Ａ
Ａ
Ｐ
）
に
向
け
た
道
筋
の
中
で
唯
一
交
渉
が
開
始
し
て
い
る
Ｔ

Ｐ
Ｐ
協
定
に
つ
い
て
、
情
報
収
集
を
進
め
な
が
ら
対
応
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
米
国
を
始
め
と
す
る
関
係
国
と
の
協
議

の
結
果
を
踏
ま
え
、
国
民
の
理
解
の
深
ま
り
具
合
な
ど
も
総
合
的
に
勘
案
し
な
が
ら
、
本
年
六
月
を
目
途
に
、
交
渉
参
加
に

つ
い
て
結
論
を
出
す
こ
と
と
し
て
い
る
。

二



現
段
階
で
は
、
我
が
国
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
交
渉
に
参
加
し
て
お
ら
ず
、
同
交
渉
に
お
け
る
関
係
国
の
立
場
が
必
ず
し
も
明
ら

か
で
な
い
こ
と
か
ら
、
仮
に
我
が
国
が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
に
参
加
し
た
場
合
に
予
想
さ
れ
る
影
響
に
つ
い
て
具
体
的
に
お
示
し
す

る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
政
府
と
し
て
は
、
菅
内
閣
が
掲
げ
る
「
平
成
の
開
国
」
と
国
民
の
暮
ら
し
と
の
関
係
に
つ
い
て
、

国
民
に
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
全
国
各
地
で
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
、
各
界
関
係
者
と
の
間
で
議
論
し
て
い
く

こ
と
と
し
て
い
る
。

五
に
つ
い
て

我
が
国
に
お
い
て
、
第
一
次
産
業
が
国
内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
に
占
め
る
割
合
が
一
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
と
な
っ
て
い

る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
が
、
御
指
摘
の
前
原
外
務
大
臣
の
発
言
は
、
我
が
国
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
交
渉
へ
参
加
す
る
か
否
か
に

か
か
わ
ら
ず
、
持
続
可
能
な
力
強
い
農
業
を
育
て
る
必
要
が
あ
る
と
の
趣
旨
で
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。

三


